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国家標準で培った計測技術をバッテリー劣化診断用測定器の評価へ応用

電気化学インピーダンス測定器の評価に適した
参照インピーダンス標準器の開発

● バッテリー劣化診断に用いられる測定器の精密評価手法の開発
● 精密評価の基準となる低インピーダンス標準器の開発
● バッテリー劣化診断の信頼性の向上へ貢献

研究のねらい

リチウムイオンバッテリー等の信頼性の高い劣化診断を実現するには、 劣化診断に用いる電気化学
インピーダンス測定器を、改定される国際単位系（改定SI）に基づいて精密に評価する必要があります。
しかし、電気化学インピーダンス測定器を改定SIに基づいて精密評価するのは、これまで容易ではあり
ませんでした。そこで、産総研が国家標準の分野で培ったインピーダンスの計測・解析手法を活用し、
電気化学インピーダンス測定器の精密評価の基準となる参照インピーダンス標準器の開発を進めていま
す。本技術は他のインピーダンス測定器の測定精度の向上にも貢献可能です。

研究内容

交流インピーダンス測定法に基づいた電気化学
インピーダンス測定器では、リチウムイオンバッ
テリー等に微小な交流信号を印加し、信号周波数
を広い範囲で変化させながらバッテリー特有の低
インピーダンスの測定を行っています。本課題で
は、このような測定器の精密評価の基準として利
用可能な、低インピーダンスをターゲットとした
標準器（参照インピーダンス標準器）の開発に取
り組んでいます。

参照インピーダンス標準器の基準値は改定SIに
基づいて決定できるよう設計しています。また、
参照インピーダンス標準器は、円筒形状のシール
ド材の中心軸状に低インピーダンスの線材を配置
した構造を採用しています。この構造により、広
い周波数範囲に渡って精密な基準値の決定が可能
になります。 電気化学インピーダンス測定器評価の手順

連携可能な技術・知財

• 低インピーダンス標準器の製作手法
• インピーダンス評価技術
• NCSLI Measure, vol.7,  pp.34- 40, 2012.
• IEEE Trans. IM, vol. 62, pp.1776-1782, 2013.
• IEEE Trans. IM, vol. 64, pp.1490-1495, 2015.
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試作した参照インピーダンス標準器

N型同軸コネクタ（電流端子用）

N型同軸コネクタ（電圧端子用）抵抗線材

接続部分

シールド材

直流抵抗成分 Rdc
＋周波数依存成分ΔR( f )

フォン・クリッツィング定数（RK=h/e2）
に基づく量子化ホール抵抗

電磁界解析による
等価回路パラメータ推定

インピーダンスZ( f )

磁気定数
電気定数

本課題で開発する
参照インピーダンス標準器

特徴：基礎物理定数を基準に、広い周
波数範囲で低インピーダンスの基準値
Z(f)を実現。

参照インピーダンス標準器を基準とした電気化学インピーダンス測定器の精密評価

リチウムイオンバッテリー等の劣化診断

改定SIにおける7つの定義された基礎物理定数
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